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ｲｶﾞｲﾀﾞﾏｼ Mytilopsis sallei 海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

農林水産業 1 国内での被害の予見は明確でないが、今後はﾊﾞﾗｽﾄ水等の適切な管理に注意が必要。

ｶﾜﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ Dreissena polymorpha ② 淡水産
非意図的
物資等への混入

生態系（競合・駆逐）、
農林水産業

1,11,15
国内での被害の予見は明確でないが、諸外国では多大な被害を与えている。輸入物資等へ混入して侵入する危険性があり、
注意が必要。

ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ種群 Corbicula fluminea 淡水産
意図的
食用・蓄養

生態系
（競合・駆逐・遺伝的攪乱）

1,11,19 国内での被害の予見は明確でないが、分布を拡大中の外来生物であり、分布拡大を防ぐための普及啓発が必要。

ｼﾅﾊﾏｸﾞﾘ Meretrix petechialis ① 海産
非意図的
食用・蓄養

生態系（遺伝的攪乱） 1 国内での被害の予見は明確でないが、蓄養・放流時には拡散防止の注意が必要。

ｶﾆﾔﾄﾞﾘｶﾝｻﾞｼ Ficopomatus enigmaticus 海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

農林水産業 1,15,18 国内での被害の予見は明確でないが、ﾊﾞﾗｽﾄ水等の適切な注意と管理が必要。

ｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ Hydroides elegans ① 海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

農林水産業
1,16,17,
20,21

被害に係わる知見は多いが、既に広範囲に分布している。駆除、防除が難しいが、大量発生時には汚染被害等に注意が必
要。

ﾖｰﾛｯﾊﾟﾐﾄﾞﾘｶﾞﾆ Carcinus maenas 海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

生態系（捕食）、
農林水産業

1,11
国内では未定着であるが、諸外国では多大な被害を与えている。侵入を防ぐために今後はﾊﾞﾗｽﾄ水等の適切な管理に注意が
必要。

ﾁﾁｭｳｶｲﾐﾄﾞﾘｶﾞﾆ Carcinus aestuarii ① 海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

生態系（捕食) 1
国内での被害の予見は明確でないが、既に分布を拡大中の外来生物であり、ﾊﾞﾗｽﾄ水等の管理などにて分布拡大を防ぐこと
が必要。

ﾁｭｳｺﾞｸﾓｸｽﾞｶﾞﾆ
Eriocheir sinensis,
E.. hepuensis

②
海産～
淡水産

意図的
食用・蓄養

生態系
（競合・駆逐、遺伝的攪乱）

ｳﾁﾀﾞｻﾞﾘｶﾞﾆ
(亜種ﾀﾝｶｲｻﾞﾘｶﾞﾆも
含む）

Pacifastacus leniusculus ① 陸水産
意図的
食用・蓄養

生態系
（競合・駆逐、捕食）

2,3,33,34
北海道では在来種、又は生態系への影響が懸念されている。食用利用され、またﾍﾟｯﾄとしても流通しているために、適切な管
理化での利用が必要。ﾀﾝｶｲｻﾞﾘｶﾞﾆを別亜種として保護する傾向もあり、注意が必要。

ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ Procambarus clarkii ① 淡水産
意図的
食用・増養殖

生態系
（競合・駆逐、捕食、環境攪乱
など）

1,3 既に広範囲に分布しており防除が困難である。安易な利用は行わないなどの普及啓発が重要。

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ Mytilus galloprovincialis
①
②

海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

生態系
（競合・駆逐・遺伝的攪乱）、
農林水産業

1,5,23,24,25,
26,27,28,29,
30,31,32

既に広範囲に分布しており、内湾生態系を一変させてきた。防除は困難であるが、大量発生時の汚染被害等に注意が必要。

ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ Perna viridis 海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

農林水産業 1 既に広範囲に分布しており、防除は困難であるが、大量発生時の汚染被害等に注意が必要な外来生物

ｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ Limnoperna fortunei ① 淡水産
非意図的
水産物への混入

生態系（競合・駆逐） 1 水産資源（ｱｻﾘ、ｼｼﾞﾐなど）の輸入の際に混入するので、水産資源の輸入の際には注意が必要

ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ Xenostrobus securis ① 海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

生態系（競合）、農林水産業 1,8 既に広範囲に分布しており、防除は困難であるが、大量発生時の汚染被害等に注意が必要な外来生物

ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite 海産
非意図的
ﾊﾞﾗｽﾄ水等

生態系（競合・駆逐） 22 国内での被害の予見は明確でないが、今後はﾊﾞﾗｽﾄ水等の適切な管理に注意が必要。

ｶﾗﾑｼﾛ Nassarius sinarus 海産
非意図的
水産物への混入

農林水産業 6,10 水産資源（ｱｻﾘ、ｼｼﾞﾐなど）の輸入の際に混入するので、水産資源の輸入の際には注意が必要。

ﾔﾏﾋﾀﾁｵﾋﾞ
(ｵｶﾋﾀﾁｵﾋﾞｶﾞｲ）

Euglandina rosea
①
②

陸生
意図的
天敵導入

生態系（捕食）
1,12,13,
14,15

安易な天敵導入を行わず、分布拡大を防ぐための普及啓発が重要。

ﾆｭｰｷﾞﾆｱﾔﾘｶﾞﾀﾘｸｳｽPlatydemus manokwari ② 陸生
非意図的
不明

生態系（捕食） 1,12,13 土壌に紛れての非意図的な拡大が懸念だれるために、分布拡大を防ぐための注意、普及啓発が重要。

参考資料２を参照

生態系等への影響について文献等で指摘があり、さらに知見及び情報の充実に努める必要のある外来生物のリスト
（要注意外来生物リスト）　無脊椎動物（案）
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修正点 理由
1 導入手段という項目を追加 岩崎委員意見。ﾍﾞﾝﾄｽ特有の問題に対応する必要がある。
2 ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞを削除岩崎委員意見。被害に対する知見が乏しい。
3 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞを追加 岩崎委員意見。ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾊﾞなどより本種の影響が大きくない。
4 ｱﾌﾘｶﾏｲﾏｲ、ｽｸﾘﾐﾝｸﾞｺﾞｶﾞｲを削除事務局提案。植物防疫法で対応済みの種。
5 ﾁﾁｭｳｶｲﾐﾄﾞﾘｶﾞﾆを追加 武田委員意見。影響は懸念されている。
6 ｻｶﾏｷｶﾞｲを削除 岩崎委員意見。被害に対する知見が乏しい。
7 ﾁｭｳｺﾞｸﾓｸｽﾞｶﾞﾆ　（学名を変更） 武田委員意見。Eriocheir sinensisのみならずE.. Hepuensisも同様に扱うべき。
8 ﾁｭｳｺﾞｸﾓｸｽﾞｶﾞﾆ　（海産⇒　海産～岩崎委員意見。国内では淡水域での影響が懸念される。
9 ﾑﾗｻｷｶﾞｲ、遺伝的攪乱影響を追加岩崎委員意見。文献も追加。
10 ﾖｰﾛｯﾊﾟﾐﾄﾞﾘｶﾞﾆ　生態系（競合）⇒岩崎委員意見。文献も追加。
11 ｼﾅﾊﾏｸﾞﾘ（非意図的⇒意図的） 岩崎委員意見。
12 ｲｶﾞｲﾀﾞﾏｼ　ｲｶﾞｲ目⇒ｹﾔﾘﾑｼ目 岩崎委員意見。
13 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ　遺伝的攪乱を追加 岩崎委員意見。文献も追加。
14 ﾆｭｰｷﾞﾆﾔﾔﾘｶﾞﾀｳｽﾞﾑｼ　非意図的岩崎委員意見。
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